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古紙を配合した再生紙

を使用しています

八幡平いにしえの八幡平いにしえの宝宝
（市内にある指定文化財を紹介します）

本堂内に鎮座し、釈迦三尊坐像の中心をなす如来像です。室町時代の作とされ和様の彫

像で、聖福寺の本尊です。その形制は、肉
にっ

髷・螺髪を彫り出し、頭部の肉髻珠、白毫は
けい ら ほつ びゃく ごう

はめ込みしており、彫眼して耳朶を環しています。衣は偏袒右肩につけ、悟り開いたこと
じ だ へん たん う けん

を表す法界定印を組み、右足を上に結跏趺坐しています。構造は、根幹部は前後二材よ
ほっ かい じょう いん けっ か ふ ざ

り彫出し、膝前部は横一材。左肩・右肩より右ひじに至る材と寄木造ですが、全体的に補

修カ所があります。当初の姿が想像しにくいですが、低い肉髷や硬くなりながらもどこと

なく生々しさが残る顔付きは、時代を現していると思われます。

慶長３年（1598）に聖福寺が開山する際に、寿応山沢両寺にから遷座したとの言い伝え
じゅ おう ざん たく りょう じ

があります。 ≪参考文献≫西根町仏像・宝筐印塔調査報告書、江峰山聖福寺ガイドブック

所 在 地：西根寺田第20地割27番地（江峰山聖福寺）
こう ほう ざん

指定年月日：昭和53年８月31日（旧西根町指定）
寸法／材質：像高38.5㎝／寄木造

木造釈迦如来坐像
もく ぞう しゃ か にょ らい ざ ぞう


